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１．研究計画の概要 
近年の劣化が著しい海草藻場は重要な生態
系サービスを有するため，その機能を回復さ
せるための保全再生事業が盛んに行われて
いる．しかしながら回復すべき機能とサービ
スを生態学的観点から評価する手法は確立
されていないため，事業目標やその成否など
は明確な数値設定が出来ない状態にある．本
研究は海域単位で海草藻場の複数の生態系
機能とサービスを定量的に算定し、総合的な
経済的価値を海草藻場に付加する手法の確
立を目的としている．具体的には以下の細部
目標について研究を行い、これらの結果を統
合することで藻場全体の生態系サービスを
評価する手法を構築する。 
（１） 生態系サービスの評価：既存文献で

あげられている海草藻場の機能を整
理し、６つの生態系サービスにまと
める。これに二酸化炭素/酸素のガス
交換機能と持続性を加えた８つの生
態系サービスについて、野外調査・
実験により得られたデータをもとに
解析を行う。 

（２） 生態系サービスの経済的価値評価：
得られた生態系サービスの具体的な
経済的価格を試算する。試算におい
ては試算基準間で試算値の比較を行
い、最適な試算手法を検討する。 

（３） 生態系サービスと生物多様性との関
係解析：生物多様性は生態系機能・
生態系サービスの駆動系として作用
する。一般に生物多様性が高いほど
生態系機能は持続的に安定する傾向
がみられることから、生物多様性が
高い海草藻場ほど生態系サービスが
持続的に供給されるか、その関係解

析を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
 まず、本研究で対象とした海草藻場の生態
系サービス①水質浄化（物質循環）、②二酸
化炭素/酸素ガス交換、③原料供給、④波浪・
底質安定化、⑤食料供給、⑥生物多様性の保
持、⑦レクリエーション、⑧持続性、につい
て野外調査・実験による定量的試算を行った。
その経済的価値の算定には現在でよく使わ
れている生産高評価法、防止支出法、損害費
用法、代替法、顕示選好法、および表明選好
法の６つの手法を適宜用い、試算に最適な手
法の選定を行った。 
 これまでの屋外水槽実験および複数海域
での野外調査の結果、海草の一次生産に関連
した物質循環などの生態系機能は海域間で
差が小さく、その一方で二次生産や堆積作用
といった海草藻場の群落構造に関連した生
態系機能は海岸間での差が大きいことが明
らかになった。アマモが作りだす群落構造は
局所的な物理環境条件に依存していたため、
群落構造が海域間で大きく異なっていたこ
とが一因として考えられる。 
 次にこれらのデータから海域ごとの生態
系サービスを計算した結果、海草藻場の生態
系サービスの経済的価値は海域間での変異
が小さく、またどの海域も既存知見より高い
値を示した。その原因として、水質浄化など
地域差の少なかった生態系サービスの経済
的価値が高く、食料供給など海域差の大きか
った二次生産に関連する生態系サービスの
価値を大きく上回っていたことが推測され
た。ただし、遊漁に代表される海草藻場の文
化的サービスの利用が積極的に行われてい
た海域では、そのコストによって価値が大き
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くなり、他海域との差を生みだす可能性が示
唆されている。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
当初の研究計画より若干遅れ気味であるが、
当初のロードマップに沿ったアウトプット
が得られているため、現段階ではアウトカム
の達成に支障が生じないと判断される。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度は研究の概要（３）生態系サービ
スと生物多様性の関係解析に重点的に取り
組み、作業仮説「生物多様性が高いほど生態
系サービスは持続的（安定的）に供給される」
の検証を行う。また、各海域の海草藻場の特
性を生態系サービスとその経済価値の算定
にさらに詳細に反映させることで算定精度
を向上させ、海域間での算定値の変異を検出
しやすい手法に改良する予定にしている。 
 そのために解決すべき現段階での問題点
としては、各海域の海草藻場の特性のうち、
特に持続性の試算に必要な時系列データが
不足していることがあげられる。そのため、
生物多様性と生態系サービスの関係解析に
用いるデータ収集については、時系列データ
に関する既存知見の収集を積極的に行い、野
外調査・実験関するデータ解析はこれまで取
得したデータを中心に行い、新たな調査・実
験は最小限にする予定にしている。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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